
10

20

JP 2023-4131 A 2023.1.17

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2023-4131
(P2023-4131A)

(43)公開日　令和5年1月17日(2023.1.17)

(54)【発明の名称】　感光体ドラム、感光体ドラムの製造方法、プロセスユニットおよび画像形成装置

(51)国際特許分類
　   Ｇ０３Ｇ 15/00 (2006.01)
　   Ｇ０３Ｇ 21/16 (2006.01)

ＦＩ
　Ｇ０３Ｇ 15/00 ６５０ 　　　
　Ｇ０３Ｇ 21/16 １７１ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-105644(P2021-105644)
(22)出願日　 令和3年6月25日(2021.6.25)

(71)出願人　 000005049
シャープ株式会社
大阪府堺市堺区匠町１番地

(74)代理人　 110000947
弁理士法人あーく事務所

(72)発明者　 大越  俊秀
大阪府堺市堺区匠町１番地  シャープ株 
式会社内

Ｆターム（参考）　 2H035 CA07 CB01 CB04 CD01
CD05

2H171 FA02 FA07 FA09 JA23
JA27 JA31 JA32 KA07
KA11 KA16 KA23 KA28
PA07 PA13 QA03 QA08
QA24 QB15 QB18 QB32

最終頁に続く

テーマコード（参考）
　２Ｈ０３５
　２Ｈ１７１

(57)【要約】
【課題】シャフト回転軸に対するドラム表面のフレを軽 
減することのできる感光体ドラム、プロセスユニットお 
よび画像形成装置を提供する。
【解決手段】感光体ドラム１００は、ドラム素管１１０ 
の端部にドラムフランジ１２０を圧入し、ドラムフラン 
ジ１２０にシャフト１３０を挿通してなる。また、感光 
体ドラム１００はシャフト１３０と一体的に回転可能な 
駆動伝達板１４０を備えており、駆動伝達板１４０はド 
ラムフランジ１２０に対してシャフト１３０の軸方向に 
圧接されることで回転駆動力をドラムフランジ１２０に 
伝える。
【選択図】図８

審査請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 形 成 装 置 に 用 い ら れ る 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 感 光 体 ド ラ ム に お い て 、
　 表 面 に 電 子 写 真 感 光 体 を 有 す る 円 筒 状 の ド ラ ム 素 管 と 、
　 前 記 ド ラ ム 素 管 の 軸 線 方 向 の 両 端 部 に 圧 入 し 固 定 さ れ た フ ラ ン ジ と 、
　 前 記 ド ラ ム 素 管 の 軸 線 方 向 で 前 記 フ ラ ン ジ の さ ら に 外 側 に 設 け ら れ る 駆 動 伝 達 部 と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ お よ び 前 記 駆 動 伝 達 部 の 回 転 中 心 で あ っ て 前 記 ド ラ ム 素 管 の 回 転 中 心 を 貫  
く 円 柱 状 の 駆 動 シ ャ フ ト と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト は 所 定 の 固 定 方 法 で 前 記 駆 動 伝 達 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 駆 動 伝 達 部 は 前  
記 フ ラ ン ジ に 対 し て 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 感 光 体 ド ラ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 感 光 体 ド ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 伝 達 部 は 、 当 該 駆 動 伝 達 部 に 形 成 さ れ た ビ ス 挿 入 穴 を 貫 通 し 、 前 記 ド ラ ム フ ラ  
ン ジ に 対 し て 前 記 駆 動 シ ャ フ ト の 軸 方 向 に 締 結 さ れ る ビ ス に よ っ て 前 記 ド ラ ム フ ラ ン ジ に  
固 定 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 ビ ス 挿 入 穴 の 直 径 は 、 前 記 ビ ス の ネ ジ 径 よ り も 大 き く さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
感 光 体 ド ラ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 感 光 体 ド ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 伝 達 部 は 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト と は 別 体 で あ る 樹 脂 部 材 と し て 形 成 さ れ て お り 、  
前 記 駆 動 シ ャ フ ト に 対 し て 回 り 止 め 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 感 光 体 ド ラ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 感 光 体 ド ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 所 定 の 固 定 方 法 は 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト の 軸 方 向 と 直 交 す る 向 き に 設 け ら れ た 固 定 ピ  
ン を 、 前 記 駆 動 伝 達 部 に 設 け ら れ た 溝 部 に 嵌 合 す る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 感 光 体 ド  
ラ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 感 光 体 ド ラ ム の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 シ ャ フ ト を 前 記 駆 動 伝 達 部 に 固 定 し た 後 に 、 前 記 駆 動 伝 達 部 を 前 記 フ ラ ン ジ に  
固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 感 光 体 ド ラ ム の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 画 像 形 成 装 置 に 対 し て 着 脱 自 在 で あ り 、 電 子 写 真 方 式 で の 画 像 形 成 に 必 要 な 少 な く と も  
一 部 の 機 能 部 を 感 光 体 ド ラ ム の 回 転 方 向 に 沿 っ て 配 置 し た プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト で あ っ て 、
　 前 記 感 光 体 ド ラ ム が 、 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 感 光 体 ド ラ ム で あ る こ と を  
特 徴 と す る プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 感 光 体 ド ラ ム 、 感 光 体 ド ラ ム の 製 造 方 法 、 並 び に 、 感 光 体 ド ラ ム を 有 す る プ  
ロ セ ス ユ ニ ッ ト お よ び 画 像 形 成 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 写 真 方 式 の 画 像 形 成 装 置 は 、 画 像 形 成 部 に お い て 感 光 体 ド ラ ム を 有 し て い る 。 図 ９  
は 、 従 来 の 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す も の で あ り 、 一 方 の 端 部 側 に お け る 分 解  
図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ は 、 ド ラ ム 素 管 ５ １ ０ 、 ド ラ ム フ ラ ン  
ジ ５ ２ ０ お よ び シ ャ フ ト ５ ３ ０ を 備 え て い る 。 す な わ ち 、 ド ラ ム 素 管 ５ １ ０ の 両 端 に は ド  
ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ が 圧 入 さ れ 、 シ ャ フ ト ５ ３ ０ は ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の シ ャ フ ト 穴 ５  
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２ ３ に 挿 入 さ れ る 。 ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ は 、 フ ラ ン ジ 部 ５ ２ １ と 圧 入 部 ５ ２ ２ と が 同 軸  
に 形 成 さ れ て お り 、 圧 入 部 ５ ２ ２ が ド ラ ム 素 管 ５ １ ０ の 内 周 側 に 圧 入 さ れ る よ う に な っ て  
い る 。 ま た 、 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ を 有 す る プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト で は 、 シ ャ フ ト ５ ３ ０ の 一 端  
に お い て 、 画 像 形 成 装 置 の 装 置 本 体 か ら 回 転 駆 動 を 受 け る た め の カ ッ プ リ ン グ ギ ア ５ ３ １  
が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 感 光 体 ド ラ ム で は 、 シ ャ フ ト に 対 す る ド ラ ム フ ラ ン ジ の 回 り 止 め 固 定 を ピ ン  
や Ｄ カ ッ ト に て 行 っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 例 示 し た 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ は 、 シ  
ャ フ ト ５ ３ ０ に 対 す る ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の 回 り 止 め 固 定 を ピ ン ５ ４ ０ に て 行 っ て い る  
。 こ こ で 、 図 １ ０ は ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の 外 側 （ フ ラ ン ジ 部 ５ ２ １ 側 ） 端 面 を 示 す 側 面  
図 で あ り 、 図 １ １ は 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ の 側 面 図 （ カ ッ プ リ ン グ ギ ア ５ ３ １ は 図 示 省 略 ）  
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ピ ン ５ ４ ０ は シ ャ フ ト ５ ３ ０ に 対 し て 互 い の 軸 が 直 交 す る よ う に 通 さ れ る （ 図 ９ 参 照 ）  
。 ま た 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の 外 側 端 面 に は 、 ピ ン ５ ４ ０ を 挿 入 す る た め の 溝 ５ ２ ４ が  
形 成 さ れ て い る （ 図 ９ ， 図 １ ０ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 組 み 立 て ら れ た 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ で  
は 、 ピ ン ５ ４ ０ を 溝 ５ ２ ４ に 挿 入 す る こ と で 、 ピ ン ５ ４ ０ を 介 し て シ ャ フ ト ５ ３ ０ の 回 転  
が ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ に 伝 え ら れ る （ シ ャ フ ト ５ ３ ０ に 対 し て ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ 回  
り 止 め 固 定 さ れ る ） 。 こ の と き 、 ピ ン ５ ４ ０ が 溝 ５ ２ ４ に 対 し て 遊 び を 有 し て い る と 感 光  
体 ド ラ ム ５ ０ ０ の 回 転 に ガ タ つ き が 生 じ る た め 、 ピ ン ５ ４ ０ は 溝 ５ ２ ４ に 対 し て 圧 入 さ れ  
て 遊 び を 生 じ な い よ う に 固 定 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ４ ７ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 従 来 例 の よ う に 、 シ ャ フ ト ５ ３ ０ に 対 す る ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の 回 り 止 め 固  
定 を ピ ン ５ ４ ０ に て 行 い 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の 溝 ５ ２ ４ に 対 し て シ ャ フ ト ５ ３ ０ に 固  
定 さ れ た ピ ン ５ ４ ０ を 圧 入 す る と 、 金 属 の ピ ン ５ ４ ０ を 樹 脂 製 の 溝 ５ ２ ４ へ 圧 入 す る と き  
の 力 の 向 き の バ ラ ン ス 精 度 お よ び ピ ン ５ ４ ０ と 溝 ５ ２ ４ と の 同 軸 度 精 度 に よ っ て ド ラ ム ５  
０ ０ の 回 転 中 心 軸 と シ ャ フ ト ５ ３ ０ の 中 心 軸 に 対 し て 微 妙 に ず れ が 生 じ て 感 光 体 ド ラ ム ５  
０ ０ の フ レ （ 半 径 方 向 の 振 れ ） に 影 響 し 、 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ の フ レ が 大 き く な り や す い  
と い っ た 問 題 が あ る 。 す な わ ち 、 シ ャ フ ト ５ ３ ０ の 外 径 に 対 す る ピ ン ５ ４ ０ の 同 軸 度 は 精  
度 が 出 に く く 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 シ ャ フ ト ５ ３ ０ の 外 径 に 対 し て ピ ン ５ ４ ０ の 位 置 が  
ず れ る こ と が あ る 。 同 様 に 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の 外 径 に 対 す る 溝 ５ ２ ４ の 同 軸 度 も 精  
度 が 出 に く く 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ の 外 径 に 対 し て 溝 ５ ２ ４ の 位  
置 が ず れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 シ ャ フ ト ５ ３ ０ に お け る ピ ン ５ ４ ０ の 位 置 や ド ラ ム フ ラ ン ジ ５ ２ ０ に お け  
る 溝 ５ ２ ４ の 位 置 が ず れ る と 、 感 光 体 ド ラ ム ５ ０ ０ の フ レ に 影 響 を 与 え る 。 感 光 体 ド ラ ム  
５ ０ ０ の フ レ は 、 レ ジ ス ト ず れ や 、 印 刷 濃 度 の ム ラ の 原 因 と な る 。 尚 、 同 様 の 問 題 は 、 シ  
ャ フ ト に 対 す る ド ラ ム フ ラ ン ジ の 回 り 止 め 固 定 を Ｄ カ ッ ト に て 行 う 場 合 に も 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 シ ャ フ ト 回 転 軸 に 対 す る ド ラ ム 表 面  
の フ レ を 軽 減 す る こ と の で き る 感 光 体 ド ラ ム 、 感 光 体 ド ラ ム の 製 造 方 法 、 プ ロ セ ス ユ ニ ッ  
ト お よ び 画 像 形 成 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 で あ る 感 光 体 ド ラ ム は 、 画 像 形 成 装  
置 に 用 い ら れ る 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た 感 光 体 ド ラ ム に お い て 、 表 面 に 電 子 写 真 感 光 体 を 有  
す る 円 筒 状 の ド ラ ム 素 管 と 、 前 記 ド ラ ム 素 管 の 軸 線 方 向 の 両 端 部 に 圧 入 し 固 定 さ れ た フ ラ  
ン ジ と 、 前 記 ド ラ ム 素 管 の 軸 線 方 向 で 前 記 フ ラ ン ジ の さ ら に 外 側 に 設 け ら れ る 駆 動 伝 達 部  
と 、 前 記 フ ラ ン ジ お よ び 前 記 駆 動 伝 達 部 の 回 転 中 心 で あ っ て 前 記 ド ラ ム 素 管 の 回 転 中 心 を  
貫 く 円 柱 状 の 駆 動 シ ャ フ ト と 、 を 備 え 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト は 所 定 の 固 定 方 法 で 前 記 駆 動 伝  
達 部 に 固 定 さ れ 、 前 記 駆 動 伝 達 部 は 前 記 フ ラ ン ジ に 対 し て 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い  
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 駆 動 シ ャ フ ト の 回 転 は 駆 動 伝 達 部 を 介 し て ド ラ ム フ ラ ン ジ に 伝 え  
ら れ る も の で あ り 、 駆 動 伝 達 部 か ら ド ラ ム フ ラ ン ジ へ の 駆 動 力 伝 達 は 、 駆 動 伝 達 部 を ド ラ  
ム フ ラ ン ジ に 固 定 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の た め 、 駆 動 シ ャ フ ト に 対 す る 駆 動 伝 達  
部 の 回 り 止 め 固 定 な ど に よ っ て 駆 動 伝 達 部 に フ レ が 生 じ て い て も 、 そ の フ レ が ド ラ ム フ ラ  
ン ジ に 伝 わ る こ と を 回 避 で き 、 感 光 体 ド ラ ム に お い て シ ャ フ ト 回 転 軸 （ 駆 動 シ ャ フ ト の 回  
転 軸 ） に 対 す る ド ラ ム 表 面 （ ド ラ ム 素 管 の 表 面 ） の フ レ を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 感 光 体 ド ラ ム で は 、 前 記 駆 動 伝 達 部 は 、 当 該 駆 動 伝 達 部 に 形 成 さ れ た ビ ス 挿  
入 穴 を 貫 通 し 、 前 記 ド ラ ム フ ラ ン ジ に 対 し て 前 記 駆 動 シ ャ フ ト の 軸 方 向 に 締 結 さ れ る ビ ス  
に よ っ て 前 記 ド ラ ム フ ラ ン ジ に 固 定 さ れ る も の で あ り 、 前 記 ビ ス 挿 入 穴 の 直 径 は 、 前 記 ビ  
ス の ネ ジ 径 よ り も 大 き く さ れ て い る 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ビ ス は 駆 動 伝 達 部 の ビ ス 挿 入 穴 を 貫 通 す る が 、 ビ ス 挿 入 穴 の 直 径  
は ビ ス の ネ ジ 径 よ り も 大 き く さ れ て い る た め 、 ビ ス が ビ ス 挿 入 穴 の 内 周 面 に 触 れ る こ と を  
回 避 で き る 。 そ の た め 、 駆 動 伝 達 部 か ら ド ラ ム フ ラ ン ジ に 作 用 す る 力 は 駆 動 シ ャ フ ト の 軸  
方 向 に 沿 っ た 圧 接 力 の み と な り 、 駆 動 伝 達 部 の フ レ が ビ ス を 介 し て ド ラ ム フ ラ ン ジ に 伝 わ  
る こ と を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 感 光 体 ド ラ ム で は 、 前 記 駆 動 伝 達 部 は 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト と は 別 体 で あ る 樹  
脂 部 材 と し て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト に 対 し て 回 り 止 め 固 定 さ れ て い る 構 成 と  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 感 光 体 ド ラ ム で は 、 前 記 所 定 の 固 定 方 法 は 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト の 軸 方 向 と 直  
交 す る 向 き に 設 け ら れ た 固 定 ピ ン を 、 前 記 駆 動 伝 達 部 に 設 け ら れ た 溝 部 に 嵌 合 す る 構 成 と  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 で あ る 感 光 体 ド ラ ム の 製 造 方  
法 は 、 上 記 記 載 の 感 光 体 ド ラ ム の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 駆 動 シ ャ フ ト を 前 記 駆 動 伝 達 部  
に 固 定 し た 後 に 、 前 記 駆 動 伝 達 部 を 前 記 フ ラ ン ジ に 固 定 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 で あ る プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト は 、  
画 像 形 成 装 置 に 対 し て 着 脱 自 在 で あ り 、 電 子 写 真 方 式 で の 画 像 形 成 に 必 要 な 少 な く と も 一  
部 の 機 能 部 を 感 光 体 ド ラ ム の 回 転 方 向 に 沿 っ て 配 置 し た プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 前 記  
感 光 体 ド ラ ム が 、 上 記 記 載 の 感 光 体 ド ラ ム で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 で あ る 画 像 形 成 装 置 は 、 上 記  
記 載 の プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 感 光 体 ド ラ ム 、 感 光 体 ド ラ ム の 製 造 方 法 、 プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト お よ び 画 像 形 成 装  
置 は 、 駆 動 伝 達 部 を 介 し て 駆 動 シ ャ フ ト の 回 転 を ド ラ ム フ ラ ン ジ に 伝 え る も の で あ り 、 駆  
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動 伝 達 部 に フ レ が 生 じ て い て も 、 そ の フ レ が ド ラ ム フ ラ ン ジ に 伝 わ る こ と を 回 避 で き る た  
め 、 感 光 体 ド ラ ム に お い て シ ャ フ ト 回 転 軸 に 対 す る ド ラ ム 表 面 の フ レ を 軽 減 す る こ と が で  
き る と い っ た 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す も の で あ り 、 画 像 形 成 装 置 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 感 光 体 ド ラ ム の 一 方 の 端 部 側 に お け る 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ド ラ ム フ ラ ン ジ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 駆 動 伝 達 板 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 感 光 体 ド ラ ム の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 感 光 体 ド ラ ム 一 方 の 端 部 側 に お け る 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 感 光 体 ド ラ ム に お け る ド ラ ム フ ラ ン ジ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 感 光 体 ド ラ ム の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 シ ャ フ ト の 外 径 に 対 し ピ ン の 位 置 が ず れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 ド ラ ム フ ラ ン ジ の 外 径 に 対 し 溝 の 位 置 が ず れ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 〔 実 施 の 形 態 １ 〕
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明  
が 適 用 さ れ る 画 像 形 成 装 置 １ ０ の 一 例 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。 尚 、 図 １ に 示 す 画 像 形 成  
装 置 １ ０ は 、 複 数 の プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト を 有 す る カ ラ ー 画 像 形 成 装 置 で あ る が 、 本 発 明 は こ  
れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 単 一 の プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト を 有 す る モ ノ ク ロ 画 像 形 成 装 置 に  
適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 像 形 成 装 置 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ １ 、 原 稿 読 取 部 １ ２ 、 原 稿 搬 送 装 置  
１ ３ お よ び 給 紙 装 置 １ ４ を 具 備 し て 構 成 さ れ て い る 。 本 体 部 １ １ は 、 記 録 用 紙 に 画 像 を 印  
字 す る た め の 画 像 形 成 部 を 内 部 に 有 し て い る 。 原 稿 読 取 部 １ ２ は 、 本 体 部 １ １ の 上 方 に 配  
置 さ れ 、 原 稿 の コ ピ ー を 行 う 際 に 原 稿 の 読 取 を 行 う 。 原 稿 搬 送 装 置 １ ３ は 、 自 動 読 み 取 り  
モ ー ド に お い て 、 原 稿 セ ッ ト ト レ イ 上 に 載 置 さ れ た 原 稿 を 原 稿 読 取 部 １ ２ の 原 稿 載 置 台 上  
に 向 か っ て 順 次 搬 送 す る 。 給 紙 装 置 １ ４ は 、 記 録 用 紙 を ス ト ッ ク し 、 画 像 形 成 時 に 記 録 用  
紙 を 本 体 部 １ １ へ 給 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 画 像 形 成 装 置 １ ０ に お い て 扱 わ れ る 画 像 デ ー タ は 、 ブ ラ ッ ク （ Ｋ ） 、 シ ア ン （ Ｃ ） 、 マ  
ゼ ン タ （ Ｍ ） 、 イ エ ロ ー （ Ｙ ） の 各 色 を 用 い た カ ラ ー 画 像 に 応 じ た も の 、 又 は 単 色 （ 例 え  
ば ブ ラ ッ ク ） を 用 い た モ ノ ク ロ 画 像 に 応 じ た も の で あ る 。 こ の た め 、 画 像 形 成 装 置 １ ０ は  
、 ブ ラ ッ ク 、 シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 お よ び イ エ ロ ー に 対 応 付 け ら れ た ４ つ の プ ロ セ ス ユ ニ ッ  
ト ２ ０ を 有 し て い る 。 各 プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 電 子 写 真 技 術 を 用 い て 画 像 デ ー タ に 応  
じ た ト ナ ー 像 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト ２ ０ で 形 成 さ れ た 各 ト ナ ー 像 は 、 中 間 転 写 ベ ル ト ２ １ に 順 次 転 写 し  
て 重 ね ら れ る 。 こ れ に よ り 、 中 間 転 写 ベ ル ト ２ １ 上 に カ ラ ー の ト ナ ー 像 が 形 成 さ れ る 。 中  
間 転 写 ベ ル ト ２ １ 上 の カ ラ ー の ト ナ ー 像 は 記 録 用 紙 上 に 転 写 さ れ 、 定 着 装 置 ２ ２ に て 記 録  
用 紙 を 加 熱 お よ び 加 圧 し 、 記 録 用 紙 上 の カ ラ ー の ト ナ ー 像 を 定 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 画 像 形 成 装 置 １ ０ に 対 し て 着 脱 自 在 な ユ  
ニ ッ ト と し て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 公 知 の 電 子 写 真 方 式 で 画  
像 形 成 を 行 う も の で あ る た め 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る が 、 画 像 形 成 装 置 １ ０ に お い て  
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回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の 周 囲 に 、 帯 電 部 、 ク リ ー ニ ン グ 部 お よ び 除 電  
部 な ど の 機 能 部 （ 電 子 写 真 方 式 で の 画 像 形 成 に 必 要 な 少 な く と も 一 部 の 機 能 部 ） を 感 光 体  
ド ラ ム １ ０ ０ の 回 転 方 向 に 沿 っ て 配 置 し た 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 続 い て 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の 具 体 的 な 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態  
１ に 係 る 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の 一 方 の 端 部 側 に お け る 分 解 図 で あ る 。 図 ４ は 、 感 光 体 ド ラ  
ム １ ０ ０ で 使 用 さ れ る ド ラ ム フ ラ ン ジ （ フ ラ ン ジ ） １ ２ ０ の 側 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 感 光  
体 ド ラ ム １ ０ ０ で 使 用 さ れ る 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の 側 面 図 で あ る 。 但 し 、 こ こ で の 感 光 体 ド  
ラ ム １ ０ ０ に お け る 側 面 と は 単 な る 便 宜 上 の 呼 称 で あ っ て 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の 側 面 は  
、 こ れ が 備 え ら れ る 画 像 形 成 装 置 １ ０ の 側 面 と 方 向 が 一 致 す る と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ は 、 大 略 的 に は 、 ド ラ ム 素 管 １ １ ０ と 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ と 、  
シ ャ フ ト （ 駆 動 シ ャ フ ト ） １ ３ ０ と 、 駆 動 伝 達 板 （ 駆 動 伝 達 部 ） １ ４ ０ と を 備 え て 構 成 さ  
れ て い る 。 ド ラ ム 素 管 １ １ ０ は 、 表 面 に 電 子 写 真 感 光 体 を 有 す る 円 筒 状 の 部 材 で あ り 、 最  
内 周 側 に ア ル ミ 管 を 有 し 、 そ の 周 囲 に 感 光 層 が 形 成 さ れ て い る 。 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ は  
、 ド ラ ム 素 管 １ １ ０ の 軸 線 方 向 の 両 端 部 に 圧 入 し 固 定 さ れ る 樹 脂 製 の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ の 外 形 は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ２ １ お よ び 圧 入 部 １ ２ ２ が 同 軸 に 形 成 さ  
れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 １ ２ １ は 、 ド ラ ム 素 管 １ １ ０ の 外 周 よ り も 幾 分 大 き い 略 円 盤 状 に 形  
成 さ れ て お り 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ を ド ラ ム 素 管 １ １ ０ に 圧 入 し た と き に ド ラ ム 素 管 １  
１ ０ の 端 面 と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ は 、 圧 入 部 １ ２ ２ を ド ラ  
ム 素 管 １ １ ０ の 内 周 側 に 圧 入 す る こ と で 、 ド ラ ム 素 管 １ １ ０ に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 ド ラ ム  
フ ラ ン ジ １ ２ ０ の 中 央 に は シ ャ フ ト 穴 １ ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 シ ャ フ ト 穴 １ ２ ３ に シ ャ  
フ ト １ ３ ０ が 挿 入 さ れ る 。 シ ャ フ ト １ ３ ０ は 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ お よ び 駆 動 伝 達 板 １  
４ ０ の 回 転 中 心 と な る も の で あ り 、 ド ラ ム 素 管 １ １ ０ の 回 転 中 心 を 貫 く よ う に 配 置 さ れ る  
。 シ ャ フ ト １ ３ ０ の 一 端 に は 、 画 像 形 成 装 置 １ ０ の 装 置 本 体 か ら 回 転 駆 動 を 受 け る た め の  
カ ッ プ リ ン グ ギ ア １ ３ １ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ は 、 ド ラ ム 素 管 １ １ ０ の 軸 線 方 向 で ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 対 し て 外  
側 （ フ ラ ン ジ 部 １ ２ １ 側 ） に 配 置 さ れ る 略 円 板 形 状 の 部 材 で あ り 、 中 央 に シ ャ フ ト 穴 １ ４  
１ が 形 成 さ れ て お り 、 シ ャ フ ト 穴 １ ４ １ に シ ャ フ ト １ ３ ０ が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 １ に 係 る 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ で は 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ に 対 す る ド ラ ム フ ラ ン  
ジ １ ２ ０ の 回 り 止 め 固 定 は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を 介 し て 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 シ ャ フ ト １  
３ ０ の 回 転 駆 動 力 は 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ か ら ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ へ 直 接 伝 え ら れ る の で は  
な く 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ に 対 し て 所 定 の 固 定 方 法 で 固 定 さ れ た 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を 介 し て 伝  
え ら れ る 。 こ こ で 、 図 ６ は 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の 外 側 端 面 を 示 す 側 面 図 で あ る （ カ ッ プ リ  
ン グ ギ ア １ ３ １ は 図 示 省 略 ） 。 図 ７ は 図 ６ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ８ は 図 ６ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま ず 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ か ら 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ へ の 駆 動 力 伝 達 は 、 駆 動 力 伝 達 用 の ピ ン （  
固 定 ピ ン ） １ ５ ０ に よ っ て 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ に 対 し て ピ ン １ ５ ０ が  
挿 入 さ れ 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ に は ピ ン １ ５ ０ を 嵌 合 す る た め の 溝 （ 溝 部 ） １ ４ ２ （ 図 ５ 参  
照 ） が 形 成 さ れ て い る 。 ピ ン １ ５ ０ は シ ャ フ ト １ ３ ０ に 対 し て 互 い の 軸 が 直 交 す る よ う に  
通 さ れ 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ で は 、 ピ ン １ ５ ０ を 溝 １ ４ ２ に 嵌 合 さ せ る こ と で 、 ピ ン １ ５  
０ を 介 し て シ ャ フ ト １ ３ ０ の 回 転 が 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ に 伝 え ら れ る ( 図 ６ ， 図 ７ 参 照 ) 。 ま  
た 、 ピ ン １ ５ ０ は 溝 １ ４ ２ に 対 し て 圧 入 さ れ て 遊 び を 生 じ な い よ う に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ か ら ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ へ の 駆 動 力 伝 達 は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４  
０ を ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 固 定 す る こ と で 、 よ り 具 体 的 に は 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を ド ラ ム  
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フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 圧 接 さ せ る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を ド ラ ム フ ラ ン ジ  
１ ２ ０ に 圧 接 さ せ る 方 法 と し て は 、 ビ ス １ ６ ０ の 使 用 が 好 適 で あ る 。 具 体 的 に は 、 ド ラ ム  
フ ラ ン ジ １ ２ ０ に お い て ビ ス １ ６ ０ を 締 結 す る た め の ビ ス 穴 １ ２ ４ （ 図 ３ ， 図 ４ 参 照 ） が  
複 数 箇 所 （ 少 な く と も ２ 箇 所 ） に 設 け ら れ 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ に は ビ ス 穴 １ ２ ４ と 対 向 す  
る よ う に ビ ス 挿 入 穴 １ ４ ３ （ 図 ３ ， 図 ５ 参 照 ） が 複 数 箇 所 に 設 け ら れ る 。 複 数 の ビ ス 穴 １  
２ ４ （ ま た は 複 数 の ビ ス 挿 入 穴 １ ４ ３ ） は 、 円 周 方 向 に 沿 っ て 均 等 な 角 度 間 隔 で 配 置 さ れ  
る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 ビ ス 挿 入 穴 １ ４ ３ の 直 径 は 、 ビ ス １ ６ ０ の ネ ジ 径 よ り も 大 き く  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ビ ス １ ６ ０ は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の ビ ス 挿 入 穴 １ ４ ３ を 貫 通 し 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０  
の ビ ス 穴 １ ２ ４ に 締 結 さ れ る （ 図 ６ ， 図 ８ 参 照 ） 。 こ の と き 、 ビ ス １ ６ ０ の ビ ス 頭 は 、 ビ  
ス 挿 入 穴 １ ４ ３ よ り も 径 が 大 き い も の と さ れ て お り 、 締 結 さ れ た ビ ス １ ６ ０ の ビ ス 頭 が 駆  
動 伝 達 板 １ ４ ０ を シ ャ フ ト １ ３ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 押 す こ と で 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を ド ラ  
ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 圧 接 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ と の ド ラ ム  
フ ラ ン ジ １ ２ ０ と の 圧 接 面 に は 十 分 な 摩 擦 力 が 発 生 し 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ と ド ラ ム フ ラ ン  
ジ １ ２ ０ と の 間 で 滑 り を 発 生 さ せ る こ と な く 駆 動 力 伝 達 を 行 う こ と が で き る 。 尚 、 ビ ス １  
６ ０ の ビ ス 頭 と 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ と の 間 に は 、 座 金 が 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 シ ャ フ ト １ ３ ０ に 対 す る 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の 回 り 止 め 固 定 は ピ ン １ ５ ０ の 溝 １ ４ ２ へ の  
嵌 合 に よ っ て 行 わ れ る も の で あ り 、 ピ ン １ ５ ０ お よ び 溝 １ ４ ２ の 同 軸 度 精 度 が 駆 動 伝 達 板  
１ ４ ０ の フ レ に 影 響 し 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ に お い て は 比 較 的 大 き な フ レ が 発 生 す る 場 合 が  
あ る 。 但 し 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の 構 成 で は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の フ レ が ド ラ ム 素 管 １ １  
０ の フ レ に 影 響 を 与 え る こ と は な い 。 す な わ ち 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ で は 、 シ ャ フ ト 回 転  
軸 に 対 す る ド ラ ム 表 面 の フ レ を 軽 減 す る こ と が で き る 。 こ の 作 用 に つ い て 説 明 す る と 以 下  
の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ か ら ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ へ の 駆 動 力 伝 達 は 、 ビ ス  
１ ６ ０ の 締 結 に よ り 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 圧 接 さ せ る こ と に よ っ て  
行 わ れ る 。 こ の と き 、 ビ ス １ ６ ０ は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の ビ ス 挿 入 穴 １ ４ ３ を 貫 通 す る が  
、 ビ ス 挿 入 穴 １ ４ ３ の 直 径 は ビ ス １ ６ ０ の ネ ジ 径 よ り も 大 き く さ れ て い る た め 、 ビ ス １ ６  
０ が ビ ス 挿 入 穴 １ ４ ３ の 内 周 面 に 触 れ る こ と を 回 避 で き る （ 図 ８ 参 照 ） 。 そ の た め 、 駆 動  
伝 達 板 １ ４ ０ か ら ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 作 用 す る 力 は シ ャ フ ト １ ３ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ た  
圧 接 力 の み と な り 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の フ レ が ビ ス １ ６ ０ を 介 し て ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０  
に 伝 わ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 す な わ ち 、 ピ ン １ ５ ０ お よ び 溝 １ ４ ２ の 同 軸 度 精 度 は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の フ レ に 影 響  
に 及 ぼ す こ と は あ っ て も 、 ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ お よ び ド ラ ム 素 管 １ １ ０ の フ レ に 影 響 に  
及 ぼ す こ と は な い 。 そ の 結 果 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の ド ラ ム 表 面 に お け る 同 軸 度 精 度 は 、  
ピ ン １ ５ ０ お よ び 溝 １ ４ ２ の 同 軸 度 精 度 の 影 響 を 無 く す こ と で 高 い 精 度 を 確 保 す る こ と が  
で き 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ は シ ャ フ ト 回 転 軸 に 対 す る ド ラ ム 表 面 の フ レ を 軽 減 す る こ と が  
で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 尚 、 上 述 し た 駆 動 伝 達 構 成 （ 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を 介 し て の 駆 動 伝 達 構 成 ） は 、 感 光 体 ド  
ラ ム １ ０ ０ の 一 端 側 で 備 え ら れ る も の で あ れ ば よ く 、 そ の 場 合 は 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ に お け  
る 駆 動 入 力 側 （ カ ッ プ リ ン グ ギ ア １ ３ １ の 配 置 側 ） に 備 え ら れ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、  
感 光 体 ド ラ ム １ ０ ０ の 製 造 手 順 と し て は 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ を 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ に 固 定 し た  
後 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 固 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ２ 〕
　 上 記 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ に 対 す る 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ の 回 り 止 め 固  
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定 （ 所 定 の 固 定 方 法 ） を ピ ン １ ５ ０ の 溝 １ ４ ２ へ の 嵌 合 に よ っ て 行 う 構 成 を 例 示 し た 。 し  
か し な が ら 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ に 対 す る 駆 動 伝 達  
板 １ ４ ０ の 回 り 止 め 固 定 を Ｄ カ ッ ト に よ っ て 行 う も の で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 シ ャ フ  
ト １ ３ ０ の 一 部 に お い て 軸 の 断 面 を Ｄ 形 状 に 加 工 し 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ に お け る シ ャ フ ト  
穴 １ ４ １ を 同 様 の Ｄ 形 状 と す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ３ 〕
　 上 記 実 施 の 形 態 １ お よ び ２ に お い て は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を シ ャ フ ト １ ３ ０ と は 別 部 材  
と し て い る 。 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を シ ャ フ ト １ ３ ０ と は 別 部 材 と す る こ と は 、 そ れ ぞ れ の 部  
材 を 適 し た 材 料 （ 例 え ば 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ は 樹 脂 、 シ ャ フ ト １ ３ ０ は 金 属 ） お よ び 加 工  
法 で 成 型 す る こ と が で き 、 コ ス ト 面 で 有 利 と な る と い っ た メ リ ッ ト や 、 感 光 体 ド ラ ム １ ０  
０ の 組 み 立 て や 部 品 交 換 な ど が 容 易 と な る と い っ た メ リ ッ ト が あ る 。 但 し 、 本 発 明 は こ れ  
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ は シ ャ フ ト １ ３ ０ と 一 体 的 に 回 転 で き る も  
の で あ れ ば よ く 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ と シ ャ フ ト １ ３ ０ と は 同 一 材 料 （ 例 え ば 金 属 ） に て 一  
体 形 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 １ お よ び ２ に お い て は 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を ド ラ ム フ ラ ン ジ １ ２  
０ に 圧 接 さ せ る た め に ビ ス １ ６ ０ を 用 い た 構 成 を 例 示 し て い る が 、 駆 動 伝 達 板 １ ４ ０ を ド  
ラ ム フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 圧 接 さ せ る こ と が で き る も の で あ れ ば 、 ビ ス １ ６ ０ に 代 え て （ ネ ジ  
部 を 持 た ず 、 ビ ス １ ６ ０ の ビ ス 頭 に 相 当 す る ピ ン 頭 を 有 す る よ う な ） 圧 入 ピ ン を 使 用 す る  
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 今 回 開 示 し た 実 施 形 態 は 全 て の 点 で 例 示 で あ っ て 、 限 定 的 な 解 釈 の 根 拠 と な る も の で は  
な い 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 、 上 記 し た 実 施 形 態 の み に よ っ て 解 釈 さ れ る も  
の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に 基 づ い て 画 定 さ れ る 。 ま た 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等  
の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の 全 て の 変 更 が 含 ま れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ ０     画 像 形 成 装 置
２ ０     プ ロ セ ス ユ ニ ッ ト
１ ０ ０     感 光 体 ド ラ ム
１ １ ０     ド ラ ム 素 管
１ ２ ０     ド ラ ム フ ラ ン ジ （ フ ラ ン ジ ）
１ ２ １     フ ラ ン ジ 部
１ ２ ２     圧 入 部
１ ２ ３     シ ャ フ ト 穴
１ ２ ４     ビ ス 穴
１ ３ ０     シ ャ フ ト （ 駆 動 シ ャ フ ト ）
１ ３ １     カ ッ プ リ ン グ ギ ア
１ ４ ０     駆 動 伝 達 板 （ 駆 動 伝 達 部 ）
１ ４ １     シ ャ フ ト 穴
１ ４ ２     溝 （ 溝 部 ）
１ ４ ３     ビ ス 挿 入 穴
１ ５ ０     ピ ン （ 固 定 ピ ン ）
１ ６ ０     ビ ス
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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